
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集中を妨げる

刺激を最小限

にする 

・ 気になる物にカバーを掛ける、カーテンや棚、家具等で空間

を区切る 

・ 必要なもの以外は片づける 

・ 刺激の少ない環境の確保（テレビがついていない、おもちゃ

が目に入らない等） 

活動と場面を

対応させる 

・ 食べる場所、着替えをする場所、遊ぶ場所、荷物を準備する

場所等を分ける 

動線を考える ・ （移動の間に、気になる物に注意がそれないために）その行

為に使うものは、まとめておく 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

下記と右記は、“環境”を整えるヒントと実践例です。ご家庭の状況に合わせて、

ぜひやってみてください。それに加えて、子どものやる気（モチベーション）も大

切です。これは、「ご飯を座って食べたらほめられた」「片付けたらほめられた」と

いう経験から生まれます。全部できなくても、“やろうとした”その瞬間に「座っ

て、ご飯食べてスゴイね」「車のおもちゃ、カゴに入れていたね」等、具体的にほめ

てあげましょう。子どもも大人も、食事や片付けの時間がしんどい時間にならない

ことが大事です。 

 

食べる場所と遊ぶ場所の間に、カップボードを仕切りとして配置する。
（子どもにおもちゃが見えない、立ち歩きしにくくなる状況を作る） 
大人はいったん座ったら、できるだけ立たないように気をつける。 

まず前提として、子どもは大人ほど、集中力は高く

なく、見えたものにつられやすく、また身体もゴソ

ゴソと動きやすいものです。しかし、そのようなと

ころがあるからこそ、そうなりにくい“環境”を作

ってあげることが大切です。 

 発行：甲賀市発達支援課（TEL:0748-69-2178） 

 

気になるものに注意がそれてしまう 

身の回りの片づけができない 

 

参考文献 

「発達障害のある子と家族の

ためのサポートＢＯＯＫ」 

「発達障害の子ものびのび暮

らせる生活サポートブック」 

 

あまり細かく決めてしまうと、しんどく

なって、長続きしにくいです。大雑把な

分類から整理整頓を始めるのがコツで

す。 

中身の見える、メッシュの袋を使っ

て、何を入れるのかわかるように写真を

はっています。引き出しの場合は、仕切

りを作り、底に入れるものを描いた絵を

はっておくとわかりやすいです。 

 

実践例：食事の環境を見直してみましょう！ 

食べる場所と
遊ぶ場所（リ
ビング）の区
別がつきにく
い。 
食卓から、気
になるものが
全部見える。 

実践例：おもちゃや物のお家を決めましょう！ 

（大人が立つ回
数を減らすため）
炊飯器、調味料は
手近に置く。 

（片づけ場所） 

 変更後 

まだまだ寒い日が続きますね。風邪などひかれないよう、暖かくしてすごして

ください！ 

 さて今回は、子育ての悩みで多い、「気になるものに注意がそれてしまう」「身

の回りの片づけができない」等への解決のヒントをご紹介します！少しの工夫と

改善で、毎日のイライラをグンッと減らすことができるかもしれませんよ。 

 

 

① 。 

“環境”を整えるヒント集 

② 。 

～子どもの育ちを応援する情報を発信～ 

のびのび通信 2026 

tel:0748-69-2178

